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発行　静岡県森町議会

　令和６年１月４日、出初式終了後に太田川
河川敷にて森町消防団による一斉放水が行わ
れました。日頃の訓練の成果が発揮されてお
り、大変心強く感じました。
　また、最裏面には団長から寄稿をいただき
ましたのでご覧ください。



　

森
町
議
会
で
は
、
７
月
18
日
か
ら
28
日
に
か
け
て
、
各
地
区
町
内
会
長
さ
ん
を
対
象
と
し
た
議
会
報
告
会
（
意
見
交
流
会
）

を
６
地
区
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

前
回
号
（
97
号
）
で
意
見
の
内
容
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
今
回
号
で
は
町
か
ら
の
回
答
を
含
め
て
引
き
続
き
紹
介
し
ま
す
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
、「
地
域
で
抱
え
て
い
る
問
題
や
課
題
」

「
地
域
で
抱
え
て
い
る
問
題
や
課
題
」
に
つ
い
て
で
す
。

特 集特 集
～町内会長さんの～町内会長さんの

様々な声を伺いました～様々な声を伺いました～

 ▶回　答  ▶回　答 　　必要最低限となるよう検討を進める。
　　　　　また、電子申請などを活用して負担軽減につなげていきたい。( 健康こども課 )

・保育園の手続きに関する書類について、紙ベースが多すぎるため、簡素化してほしい。

 ▶回　答  ▶回　答 　　保護者ニーズを確認しながら検討を進める。( 健康こども課 )

・放課後児童クラブの開所時間を早めてほしい。

 子育て支援  子育て支援 に関する声に関する声  

 ▶回　答  ▶回　答 　　現在、宿泊を伴うお試し移住は行っていないが、移住を考えて訪問された方
　　　　　への補助制度を制定している。( 定住推進課 )

・実際に町に宿泊して体験するお試し移住を進めてみてはどうか。

 ▶回　答  ▶回　答 　　令和４年度に制度改正し、任命権者（町長）が認めれば、45 歳以上でも
　　　　　年齢制限なく在職できるようにした。( 防災課 )

・消防団の団員数確保のため、年齢を引き上げてはどうか。

 その他（消防団・移住） その他（消防団・移住）に関する声に関する声  
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 ▶回　答  ▶回　答 　　町内会の負担軽減が図れるよう、役職の見直しを実施する。
　　　　　町内会は自治組織のため、町で編成は決められないが、困りごとがあったら　　　
　　　　　ご相談ください。( 総務課 )

・人数が少ない町内会は、大きい町内会に比べ、負担が大きい。
　町内会の運営を町で考えてもらえないか。

 ▶回　答  ▶回　答 　　令和６年度に補助金制度の制定を考えている。( 総務課 )

・防犯カメラ設置への補助金等は考えているか。

A 緊急性が認められ速やかに対応する必要があるもの
B 必要性が認められ年度内に対応する必要があるもの
Ｃ 必要性が認められ次年度以降に対応を予定するもの
D 経過観察とし今後の状況変化により再検討を要するもの

 ▶回　答  ▶回　答 　　提出いただいた要望箇所を現場確認し、ランク分けしている。( 建設課 )

・町内会からの要望は、どのような優先順位で位置づけされているのか。

 町内会運営  町内会運営 に関する声に関する声  



　大変有意義であったが、参

加者が各地区町内会役員とい

うことで、同方向の意見が集

中していた。今後は各世代で

構成し、特に女性目線での意

見交流会を目指していきたい。

（佐藤　明孝）

　災害時の問題や町内会の

活動等といった切実な問題

を肌で感じることができ、

非常に有意義な時間となっ

た。次回はテーマを限定し

て、より深い意見を聞きた

いと考える。（平川　勇）

【 参加した議員の感想 】 【 参加した議員の感想 】 

 ▶回　答  ▶回　答 　　現在、新たな対策を検討中である。
　　　　　　　・日中の公共交通空白地域に新たな交通手段の導入
　　　　　・運転経歴証明書の提示による公共交通利用の割引制度の導入 ( 企画財政課 )

・交通弱者対策が足りないと感じるが、担当課の考えは。

 インフラ整備  インフラ整備 に関する声に関する声  

 ▶回　答  ▶回　答 　　給水範囲が限定されてしまうため、災害時の簡易水道組合の受水槽への補給は、  
                原則行っておらず、避難所、集会施設への広範囲の給水を基本としている。
                                                                                                            ( 上下水道課 )

・災害時、簡易水道組合への給水車は配備してくれるのか。

 ▶回　答  ▶回　答 　　令和６年度から実施のための調査を行い、翌年度以降から具体的な対策に入って
いきたいと考えている。( 建設課 )

・排水不良箇所が町内に多数あるため、早急な改善をしてほしい。

 ▶回　答  ▶回　答 　　県管理河川は、浚渫の要望をしている。
　　　　　　　町管理河川は、地元要望だけでなく、職員の
　　　　　パトロールにより、緊急度の高いところから

                対応を行っている。( 建設課 )

・河川の流木撤去や浚
しゅんせつ

渫の進み具合はどうか。

 ▶回　答  ▶回　答 　　重要度は認識しており、待避所の設置や部分的な補修は必要と感じている。( 建設課 )                                                                                                                 

・山間部における、災害時のためのう回路整備をしてほしいが、担当課の考えは。

 ▶回　答  ▶回　答 　　令和４年度から県・町・中部電力（株）が連携し、予防伐採に取り組んでいる。( 防災課 )                                               

・災害に備えた、電気復旧に関する予防策はあるか。

 ▶回　答  ▶回　答 　　今後、状況を確認しながら設置について検討する。( 防災課 )

・一時避難所や指定避難所にも、飲み物・毛布などを置けないか。

 災害対応  災害対応 に関する声に関する声  
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▲定例会の様子は▲定例会の様子は
こちらからこちらから

（森町議会 YouTube）（森町議会 YouTube）

森
町
議
会
は
、
12
月
定
例
会
を
５
日
か
ら
21
日
ま
で
の
会
期
17
日
間
で
開
催
し
ま
し
た
。

補
正
予
算
や
条
例
改
正
な
ど
提
案
さ
れ
た
12
議
案
を
審
議
し
、
賛
成
全
員
で
可
決

賛
成
全
員
で
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
、
５
人
が
質
問
し
ま
し
た
。（ 

９ 

～ 

14 

ペ
ー
ジ
に
掲
載 

）

ふるさと納税寄附金増ふるさと納税寄附金増でで
１１億円を基金に積立億円を基金に積立

　　　　天方地区に天方地区に
コミュニティ防災センターコミュニティ防災センターを新計画を新計画

森
町
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改

森
町
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

現
行
の
町
長
部
局
職
員
１
４
２

人
か
ら
１
５
５
人
に
増
員
す
る
。

　

ま
た
、地
方
公
営
企
業
（
水
道

事
業
）に
公
共
下
水
道
事
業
を
加

え
、職
員
を
５
人
か
ら
10
人
に
増

員
す
る
。

施
行
日　
　

 

令
和
６
年
４
月
１
日

  

補補  

正正  

予予  

算算  

令
和
５
年
度
森
町
一
般
会
計
補
正

令
和
５
年
度
森
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第

予
算
（
第
99
号
）
号
）

（
詳
し
く
は
Ｐ
ｉ
ｃ
ｋ
ｕ
ｐ

（
詳
し
く
は
Ｐ
ｉ
ｃ
ｋ
ｕ
ｐ
♳♳
））

令
和
５
年
度
森
町
介
護
保
険
特
別

令
和
５
年
度
森
町
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）  

補
正
額　
　

 

４
１
４
５
万
６
千
円

令
和
５
年
度
森
町
水
道
事
業
会
計

令
和
５
年
度
森
町
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

補
正
予
算
（
第
２
号
）  

補
正
額　
　

 　
　
　

５
０
０
万
円

令
和
５
年
度
森
町
一
般
会
計
補
正

令
和
５
年
度
森
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第

予
算
（
第
1010
号
）
号
）

（
詳
し
く
は
Ｐ
ｉ
ｃ
ｋ
ｕ
ｐ

（
詳
し
く
は
Ｐ
ｉ
ｃ
ｋ
ｕ
ｐ
♴♴
））

  

条　
　
　
例

条　
　
　
例  

  

人　
　
　
事

人　
　
　
事  

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に

つ
い
て

つ
い
て

　

川か
わ
で出
泰や
す
こ子
氏
の
任
期
満
了

に
よ
る
退
任
に
伴
い
、
新
た
に

村む
ら
ま
つ松
加か

よ

こ

代
子
氏
を
推
薦
す
る

こ
と
に
同
意
す
る
。

森
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

森
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　

認
定
路
線　

　

・
円
田
・
谷
中
線

　
　

県
道
山
梨
一
宮
線
バ
イ
パ
ス

　
　

事
業
終
了
後
、現
路
線
を
町

　
　

道
と
し
て
引
き
受
け
る
た
め

　

・
鍛
治
島
仮
橋
線

　
　

仮
橋
を
含
ん
だ
う
回
路
を
新

　
　

た
な
路
線
と
し
て
認
定
す
る

　
　

た
め

  

一一  

般般  

議議  

案案  

鍛治島仮橋を設置する予定箇所の様子
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＼Pickup ／＼Pickup ／

ふ
る
さ
と
納
税
の
現
状
等

ふ
る
さ
と
納
税
の
現
状
等

ふ
る
さ
と
納
税
の
現
状
は
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
現
状
は
。

今
年
度
４
月
か
ら
９
月
ま
で
で

約
2
億
円
の
寄
附
を
い
た
だ
い

て
い
る
。電
動
ア
シ
ス
ト
自
転

車
の
返
礼
品
の
影
響
が
非
常
に

大
き
い
と
み
て
い
る
。

来
年
度
の
展
望
は
ど
う
か
。

来
年
度
の
展
望
は
ど
う
か
。

Ｐ
Ｒ
と
返
礼
品
の
拡
充
、ま
た

新
規
開
拓
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

鍛
治
島
仮
橋
工
事
に
係
る

鍛
治
島
仮
橋
工
事
に
係
る

電
柱
移
転

電
柱
移
転

補
償
費
の
内
訳
は
。

補
償
費
の
内
訳
は
。

中
部
電
力
の
電
柱
移
転
、Ｎ
Ｔ

Ｔ
架
空
線
移
転
、共
同
テ
レ
ビ

線
移
転
の
た
め
の
補
償
費
で
あ

る
。

１
億
５
７
０
３
万
円

１
億
５
７
０
３
万
円
を
追
加
し
、

令
和
５
年
度
一
般
会
計
予
算
総
額
を
１
０
７
億
９
９
８
７
万
５
千
円
と
す
る

天
方
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

天
方
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

防
災
セ
ン
タ
ー
用
地
取
得

防
災
セ
ン
タ
ー
用
地
取
得

防
災
セ
ン
タ
ー
と
し
て
供
用
開

防
災
セ
ン
タ
ー
と
し
て
供
用
開

始
で
き
る
の
は
い
つ
頃
か
。

始
で
き
る
の
は
い
つ
頃
か
。

令
和
5
年
度
中
に
建
物
と
土
地

を
取
得
、令
和
6
年
度
に
改
修

設
計
及
び
工
事
を
実
施
し
、令

和
7
年
度
か
ら
運
用
を
予
定
し

て
い
る
。

地
域
へ
の
負
担
は
あ
る
の
か
。

地
域
へ
の
負
担
は
あ
る
の
か
。

指
定
管
理
と
し
て
、地
元
の
方

に
運
営
し
て
い
た
だ
く
予
定
で

考
え
て
い
る
。ま
た
、備
品
購
入

に
つ
い
て
も
負
担
し
て
い
た
だ

く
予
定
で
あ
る
。

現
在
の
天
方
生
活
改
善
セ
ン

現
在
の
天
方
生
活
改
善
セ
ン

タ
ー
は
ど
う
す
る
の
か
。

タ
ー
は
ど
う
す
る
の
か
。

解
体
を
計
画
し
て
お
り
、ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
調
整
を
行
い
、時

期
や
跡
地
の
活
用
に
つ
い
て
も

検
討
し
て
い
く
。

事業名 金　額 内　　容

公有財産購入
費 ５, １６０５, １６０万円万円

天方生活改善センターの老朽化等に伴い、閉店した
ＪＡ旧天方支店を天方地区のコミュニティ防災センター
として整備するため、土地と建物を取得する

【 買収価格 】　
土地：１，２６０万円
建物：３，９００万円

物価高騰対応
重点支援給付
金事業

１１億億５４３５４３万円万円
世帯全員が住民税均等割非課税である世帯に対し、
１世帯当たり７万円を給付する

主
な
補
正
内
容

主
な
質
疑
内
容

  

基
金
積
立
等
の
補
正
予
算
（
第
９
号
）

基
金
積
立
等
の
補
正
予
算
（
第
９
号
）

  

用
地
取
得
費
等
の
補
正
予
算
（
第

用
地
取
得
費
等
の
補
正
予
算
（
第
1010
号
）
号
）
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12月定例会Pickup議案（補正予算）12月定例会Pickup議案（補正予算）

＼Pickup ／＼Pickup ／２
億
８
８
１
２
万
２
千
円

２
億
８
８
１
２
万
２
千
円
を
追
加
し
、

令
和
５
年
度
一
般
会
計
予
算
総
額
を
１
０
６
億
４
２
８
４
万
５
千
円
と
す
る

事業名 金　額 内　　容

ふるさと応援
基金の積立 １１億円億円 ふるさと応援寄附金の一部を積立金として増額する

システム改修
委託料 １，７０２１，７０２万万８８千円千円

マイナンバーカードの氏名をローマ字表記対応できる
ように住民基本台帳システム等を改修する

こども医療費
扶助費 ７３０７３０万円万円 季節性インフルエンザ等の拡大により事業費が増加

したため増額する

公共土木施設
災害復旧事業
費

８００８００万円万円 鍛治島仮橋架設・撤去工事に係る電柱移転補償費

主
な
補
正
内
容

主
な
質
疑
内
容



飲
料
水
供
給
施
設
へ
の
補
助

飲
料
水
供
給
施
設
へ
の
補
助

総
事
業
費
と
内
訳
は
。

総
事
業
費
と
内
訳
は
。

総
事
業
費
は
約
６
９
０
万
円
で
、

内
訳
は
水
源
の
移
設
工
事
費
が

５
８
０
万
円
、復
旧
工
事
費
１

１
０
万
円
と
な
っ
て
お
り
、そ

の
う
ち
の
10
分
の
９
を
町
で
補

助
す
る
。

　　
今
後
の
被
災
で
整
備
費
が
よ
り

今
後
の
被
災
で
整
備
費
が
よ
り

多
く
な
っ
て
も
、補
助
は
さ
れ

多
く
な
っ
て
も
、補
助
は
さ
れ

る
の
か
。

る
の
か
。

状
況
に
よ
る
が
、予
算
の
範
囲

内
で
補
助
す
る
方
向
で
考
え
て

い
き
た
い
。

森
町
議
会
は
、
10
月
臨
時
会
を
27
日
の
会
期

１
日
間
で
開
催
し
ま
し
た
。

補
正
予
算
な
ど
提
案
さ
れ
た
３
議
案
を
審
議

し
、
賛
成
全
員
で
可
決

賛
成
全
員
で
可
決
し
ま
し
た
。

主
な
質
疑
内
容

1 0 月1 0 月
臨時会臨時会

  

補補  
正正  
予予  
算算  

令
和
５
年
度
森
町
一
般
会
計
補
正

令
和
５
年
度
森
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
７
号
）

予
算
（
第
７
号
）

補
正
額　
　

 　
　
　

６
０
０
万
円

　　

豪
雨
に
よ
り
被
災
し
た
鍛
治
島

地
区
上
田
水
道
利
用
組
合
の
飲
料

水
供
給
施
設
の
整
備
費
を
補
助
す

る

鍛治島地区上田水道利用組合の
水道施設

森
町
議
会
は
、
11
月
臨
時
会
を
29
日
の
会
期

１
日
間
で
開
催
し
ま
し
た
。

補
正
予
算
な
ど
提
案
さ
れ
た
６
議
案
を
審
議

し
、
賛
成
全
員
で
可
決

賛
成
全
員
で
可
決
し
ま
し
た
。

1 1 月1 1 月
臨時会臨時会

  

一一  

般般  

議議  

案案  

建
設
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

建
設
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

対
象
工
事　

　

町
道
椋
地
線
道
路
災
害
復
旧
工
事

契 

約 

者　

 

株
式
会
社
岩
附
建
設

契
約
金
額　

 

６
６
６
６
万
円（

税
込
）

対
象
工
事　

　

町
道
鍛
治
島
・
大
久
保
線

　

鍛
治
島
橋
仮
橋
架
設
・
撤
去
工
事

契 

約 

者　

 

岡
野
建
設
株
式
会
社

契
約
金
額　

 

６
６
６
６
万
円（

税
込
）

・
森
町
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬

・
森
町
議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬

及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例

及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

てて・
森
町
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の

・
森
町
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の

も
の
の
給
料
等
に
関
す
る
条
例
の

も
の
の
給
料
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
森
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給

・
森
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給

与
及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条

与
及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て
い
て

・
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す

・
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

に
つ
い
て

　

令
和
５
年
人
事
院
勧
告
を
受
け

た
国
の
動
向
を
踏
ま
え
、諸
手
当

の
改
正
を
行
う
。

  

条　
　
　
例

条　
　
　
例  

  

補補  

正正  

予予  

算算  

令
和
５
年
度
森
町
一
般
会
計
補
正

令
和
５
年
度
森
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
８
号
）

予
算
（
第
８
号
）

補
正
額　
　

 

２
９
１
４
万
３
千
円

　　

人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
給
料
、手

当
等
の
改
正
に
対
応
す
る
た
め
増

額
す
る

令
和
５
年
度
森
町
公
共
下
水
道
事

令
和
５
年
度
森
町
公
共
下
水
道
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

補
正
額　
　

    

２
８
６
万
８
千
円

　

人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
給
料
、手

当
等
の
改
正
に
対
応
す
る
た
め
増

額
す
る

もりまち議会だより 6
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鍛治島地区上田水道利用組合の
水道施設

　森町議会では、町民の皆さまと議員との直接の関わり合いを通じて議会を身近
に感じてもらうとともに、町議会や議員の役割について理解を深めてもらうこと
を目的に、出前議会報告を実施しております。
　開催方法は、町内会や各種団体など希望する団体の皆さまの元に、議員数名で
お伺いして実施します。
　普段、なかなか知る機会が少ない町政についてや議会の活動についてなど、議
員がわかりやすく説明します。テーマを決めた意見交流など、ご希望に合わせて
の実施も可能です。
　開催を希望される団体の方は、森町議会事務局（８５－６３２９）までぜひ
ご連絡ください。

　　 出 前 議 会 報 告 を
　 　 　 　 　 実 施 し て い ま す ！ 　　

議議    

会会    

活活    

動動    

報報    

告告

　
１
月
19
日
に
、
４
月
１
日
開
園
予
定
の
こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー

「
き
た
め
ば
え
」
の
施
設
を
見
学
し
ま
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

　こども発達センター「きた
めばえ」は、ＪＡ旧飯田支店
建物を活用して開設された
もので、施設内部については、
既存の形を活かしつつ、部屋
によっては目的に沿うように
改修されており、子どもたち
が安全で快適に過ごせるよう
配慮が施されていました。

　本施設の定員は 12 名で、職
員は 14 名を確保しており、森
町や掛川北部からも入園を引き
受けていく予定との説明でした。
　また、職員が不足しそうな場
合は会計年度任用職員を採用し
て補っていくとのことで、子ど
もの生活に支障が出ないように
取り組まれている姿勢が伺えま
した。　　　　　（佐藤　明孝）

7 もりまち議会だより
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12
月
定
例
会
・
10
月
臨
時
会
・
11
月
臨
時
会
審
議
結
果
一
覧

１２月定例会

１０月臨時会

１１月臨時会



町政の考えを問う

一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問
一般質問とは、町議会議員が町政全般について、町長や執行機関に質問すること
をいいます。
12 月定例会においては、全議員12 人中　　人の議員が一般質問を行いました。
質問と答弁の要約した内容を質問順に掲載します。

５

森町議会の YouTube では、本会議の質疑だけではなく、一般質問の様子も公開
しています。
データが議員ごとに分かれていますので、見たい一般質問が探しやすくなって
います。本会議に来られた方も、来られなかった方も、ぜひ一度ご覧ください。

増増
ま す だま す だ

田田　　恭恭
きょうこきょうこ

子子 議 員 ● 文化財保存活用地域計画策定の進捗状況は

佐佐
さ と うさ と う

藤藤　　明明
あきたかあきたか

孝孝 議 員
● 保育園において不足する保育士対策は
● 子育て世代を対象にした移住者誘致対策は

岡岡
お か どお か ど

戸戸 　 　章章
あ き おあ き お

夫夫 議 員
● 慰霊碑の管理をどう考えるか
● 行政視察を踏まえた今後の町政は

川川
かわぎしかわぎし

岸岸和和
わ か こわ か こ

花子花子 議 員 ● 森町の森林対策事業の現状と今後は

清清
し み ずし み ず

水水　　健健
けんいちけんいち

一一 議 員
● ふるさと納税の実態は
● ロールプレイングトリップｉｎモリマチの現状は

9 もりまち議会だより



指定文化財と登録文化財の違い指定文化財と登録文化財の違い

・指定文化財指定文化財
　・・・強い規制と確実な保護を目的とする文化財

・登録文化財登録文化財
　・・・緩やかな規制と幅広い活用を目的とする文化財

もりまち議会だより 10

　　
令
和
７
年
７
月
に
文
化
庁
へ
の
申
請
・
認
定
を
目
指
し
て
い
る

令
和
７
年
７
月
に
文
化
庁
へ
の
申
請
・
認
定
を
目
指
し
て
い
る

答答 　　
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
策
定
の
進
捗
状
況
は

文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
策
定
の
進
捗
状
況
は

問問
増
ま す だ

田 恭
き ょ う こ

子

一般質問の映像

地
域
計
画
作
成
業
務
の
委
託

先
は
。

（
株
）
イ
ビ
ソ
ク
静
岡
営
業
所

と
契
約
を
締
結
し
た
。
契
約

期
間
は
、
令
和
5
年
6
月
23
日
か
ら
令

和
6
年
3
月
20
日
ま
で
で
、
委
託
内
容

は
、
町
の
文
化
財
に
関
す
る
現
況
の
整

理
や
分
析
の
支
援
、
会
議
等
の
運
営
支

援
等
で
あ
る
。

町
指
定
文
化
財
の
見
直
し
を

す
る
予
定
は
あ
る
か
。

現
在
、
町
指
定
文
化
財
は
96

件
で
、
見
直
し
に
つ
い
て
は
、

現
時
点
で
具
体
的
に
考
え
て
い
な
い
が
、

地
域
計
画
の
作
成
に
併
せ
て
所
有
者
と

連
絡
を
取
り
、
滅
失
・
消
失
等
を
把
握

し
た
場
合
は
、
規
定
に
従
い
対
応
す
る
。

＊
町
指
定
文
化
財

…
有
形
、
無
形
を
問
わ
ず
、
史
跡
や
建
造
物
、

書
跡
、
古
文
書
、
絵
画
な
ど
を
指
定
し
て
い

る

町
民
に
対
し
て
、
今
後
地
域

計
画
等
に
関
す
る
広
報
は
ど

の
よ
う
に
行
っ
て
い
く
予
定
か
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
も
り

ま
ち
等
を
活
用
し
て
、
地
域

計
画
を
策
定
し
て
い
る
こ
と
を
、
早
い

段
階
で
町
民
に
対
し
て
広
報
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

策
定
に
向
け
た
協
議
会
は
何

回
開
催
さ
れ
た
か
。

第
１
回
を
令
和
５
年
７
月
に

開
催
し
、
計
画
策
定
の
目
的

や
全
体
像
を
確
認
し
た
。
今
後
は
、
令

和
６
年
１
月
と
３
月
に
も
開
催
を
予
定

し
て
い
る
。現

在
の
具
体
的
な
進
捗
状
況

は
。

現
在
、
協
議
会
で
出
た
意
見

や
文
化
庁
の
指
導
を
基
に
、

計
画
の
素
案
を
作
成
し
て
お
り
、
こ
れ

と
並
行
し
て
、
各
地
区
に
お
け
る
未
指

定
文
化
財
の
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

　
令
和
５
年
度
中
に
は
文
化
財
の
概
要
、

歴
史
文
化
の
特
性
等
の
項
目
を
と
り
ま

と
め
、
令
和
６
年
度
は
文
化
財
の
保
存

活
用
に
関
す
る
目
標
、
課
題
、
方
針
に

つ
い
て
ま
と
め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

町政の考えを問う

（参考）県内の町で初めて作成された
小山町の文化財保存活用地域計画



町政の考えを問う

佐
さ と う

藤 明
あ き た か

孝

一般質問の映像

　　

町
内
保
育
園
の
保
育
士
不
足
へ
の
対
策
は

町
内
保
育
園
の
保
育
士
不
足
へ
の
対
策
は

問問　　

保
育
士
の
就
業
継
続
・
確
保
に
努
め
る

保
育
士
の
就
業
継
続
・
確
保
に
努
め
る

答答
町
が
把
握
し
て
い
る
町
内
保

育
園
の
保
育
士
の
配
置
状
況

は
ど
う
か
。町

内
５
園
の
保
育
園
入
所
児

童
は
、
12
月
１
日
現
在
で
３

４
５
名
で
、
保
育
士
の
数
は
、
上
の
表

の
と
お
り
で
あ
る
。

保
育
園
へ
の
入
園
希
望
の
高

ま
り
に
対
し
、
保
育
士
が
不

足
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
当
局
の
見

解
は
。

発
達
・
発
育
に
課
題
が
あ
る

児
童
や
、
特
別
な
配
慮
・
支

援
を
必
要
と
す
る
児
童
が
増
え
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
、
安
全
か
つ
適
切
な
保
育

対
応
を
行
え
る
よ
う
、
各
園
で
配
置
基

準
以
上
の
保
育
士
を
加
配
し
て
お
り
、

町
は
そ
れ
に
対
し
支
援
し
て
い
る
状
況

で
あ
る
。

今
後
の
保
育
士
確
保
の
た
め

の
効
果
的
な
施
策
は
考
え
て

い
る
か
。保

育
士
不
足
対
策
は
、
重
要

な
課
題
で
あ
る
。
保
育
士
確

保
の
た
め
、
平
成
29
年
度
か
ら
県
内
で

い
ち
早
く
取
り
組
ん
だ
保
育
士
宿
舎
借

上
支
援
事
業
費
補
助
金
の
交
付
や
、
要

支
援
児
童
保
育
事
業
費
補
助
金
の
交
付

を
実
施
し
て
い
る
。

　
保
育
士
不
足
は
保
育
の
実
施
に
影
響

が
出
て
し
ま
う
た
め
、
今
後
も
安
定
的

に
保
育
の
提
供
を
行
っ
て
い
け
る
よ
う
、

必
要
な
支
援
を
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

子
育
て
世
代
向
け
の

子
育
て
世
代
向
け
の

　

移
住
者
誘
致
対
策

　

移
住
者
誘
致
対
策

子
育
て
世
代
を
対
象
と
し
た

移
住
者
誘
致
対
策
と
し
て
、

具
体
的
な
考
え
は
あ
る
か
。

若
い
子
育
て
世
代
の
人
口
増

加
を
目
指
し
て
、
町
独
自
の

支
援
施
策
と
し
て
、
令
和
６
年
度
か
ら

第
２
子
以
降
の
保
育
所
の
保
育
料
無
料

化
を
検
討
中
で
あ
る
。

保育園名 配置基準上必要
となる保育士数 実際の配置保育士数

ときわ保育園 １６名 ２４２４名

摩耶保育園 １６名 ２２２２名

プティ森町園 　９名 １４１４名

もりの保育所 　５名 　７７名

ゆうな保育園 　４名 　９９名

町内保育園の配置基準保育士数に対する実際の配置数町内保育園の配置基準保育士数に対する実際の配置数
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令和５年度森町戦没者追悼式の様子

町政の考えを問う

岡
お か ど

戸 章
あ き お

夫

一般質問の映像

　　

慰
霊
碑
の
管
理
を
今
後
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か

慰
霊
碑
の
管
理
を
今
後
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か

問問　　
町
の
財
産
で
は
な
い
が
、
必
要
に
応
じ
て
支
援
等
考
え
て
い
き
た
い

町
の
財
産
で
は
な
い
が
、
必
要
に
応
じ
て
支
援
等
考
え
て
い
き
た
い

答答
森
町
に
は
20
の
慰
霊
碑
や
慰

霊
塔
が
現
存
し
て
い
る
。
遺

族
会
の
方
々
が
祀
り
、
維
持
管
理
を
し

て
い
る
。
し
か
し
、
会
員
が
減
り
、
草

刈
り
な
ど
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

町
と
し
て
今
後
、
慰
霊
碑
の
管
理
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

遺
族
会
員
の
高
齢
化
や
代
替

わ
り
に
よ
り
、
会
員
数
が
減

少
し
て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、

各
地
区
の
慰
霊
碑
は
町
の
財
産
と
は
し

て
い
な
い
た
め
、
遺
族
会
や
地
域
の

方
々
で
引
き
続
き
管
理
願
い
た
い
。
し

か
し
、
古
く
は
明
治
35
年
建
立
の
も
の

も
あ
る
た
め
、
今
後
、
倒
壊
の
お
そ
れ

や
修
繕
等
の
相
談
が
あ
れ
ば
、
費
用
の

一
部
支
援
等
を
考
え
て
い
き
た
い
。

遺
族
会
の
方
の
思
い
は
、
管

理
が
大
変
だ
か
ら
町
で
管
理

し
て
ほ
し
い
だ
け
で
は
な
く
、
慰
霊
碑

を
通
じ
て
、
皆
が
戦
争
や
平
和
に
つ
い

て
考
え
て
も
ら
い
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
召
集
令
状
を
発
出
し
た
の
は

行
政
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
戦
死
さ
れ

た
方
々
へ
の
責
任
が
あ
る
と
考
え
る
が

ど
う
か
。町

で
は
、
慰
霊
と
追
悼
の
た

め
に
、
戦
没
者
追
悼
式
を
毎

年
挙
行
し
て
い
る
。
来
年
度
以
降
は
追

悼
式
と
併
せ
て
平
和
に
つ
い
て
考
え
る

場
に
も
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、

関
連
部
署
と
協
議
を
重
ね
て
い
く
予
定

で
あ
る
。庵

山
公
園
の
遺
芳
塔
ま
で
の

道
は
坂
道
で
、
高
齢
者
は
慰

霊
に
行
き
た
く
て
も
行
け
な
い
。
遺
芳

塔
を
移
転
す
る
考
え
は
あ
る
か
。　
　

遺
族
会
か
ら
も
要
望
が
あ
り
、

移
転
に
つ
い
て
、
場
所
等
を

含
め
、
現
在
検
討
中
で
あ
る
。

遠
州
の
小
京
都
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
計
画
の
中
で
、
庵
山

公
園
へ
の
ア
ク
セ
ス
路
整
備
と
の
記
載

が
あ
る
。
具
体
的
な
内
容
は
。

現
況
で
は
、
車
が
通
れ
る
幅

員
の
確
保
は
難
し
い
。
今
後
、

基
本
計
画
の
策
定
を
予
定
し
て
お
り
、

そ
の
中
で
検
討
し
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

行
政
視
察
を
踏
ま
え
た

行
政
視
察
を
踏
ま
え
た

　

今
後
の
町
政
は

　

今
後
の
町
政
は 庵山公園の遺芳塔

もりまち議会だより 12



Ｊクレジット制度とは…
省エネ設備の導入や再生可能エネルギーの活用によ
るCO2等の排出削減量や、適切な森林管理による
CO2 等の吸収量を、クレジットとして国が認証す
る制度
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一般質問の映像

　　
関
係
部
署
と
連
携
し
な
が
ら
研
究
し
て
い
き
た
い

関
係
部
署
と
連
携
し
な
が
ら
研
究
し
て
い
き
た
い

答答 　　
国
の
制
度
の
Ｊ
ク
レ
ジ
ッ
ト
登
録
を
し
て
は
ど
う
か

国
の
制
度
の
Ｊ
ク
レ
ジ
ッ
ト
登
録
を
し
て
は
ど
う
か

問問
川
かわぎし

岸 和
わ か こ

花 子

町政の考えを問う

間
伐
材
を
有
効
利
用
す
る
等

で
国
が
認
定
し
て
い
る
Ｊ
ク

レ
ジ
ッ
ト
登
録
を
、
森
町
で
も
登
録
し

て
は
ど
う
か
。

J
ク
レ
ジ
ッ
ト
は
、
様
々
な

課
題
が
あ
り
、
市
場
規
模
も

ま
だ
小
さ
い
状
況
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
今
後
の
環
境
保
全
や
気
候

変
動
へ
の
関
心
か
ら
、
登
録
が
増
加
し

て
い
く
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。
町
と
し

て
、
今
後
、
制
度
の
活
用
に
つ
い
て
関

係
部
署
と
連
携
し
な
が
ら
研
究
し
て
い

き
た
い
。今

後
の
森
林
整
備
に
は
、
外

部
の
専
門
家
の
協
力
を
得
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

専
門
家
の
協
力
を
得
な
が
ら

進
め
て
い
く
こ
と
が
、
今
後

の
森
林
整
備
に
対
し
て
効
果
的
か
ど
う

か
を
検
討
し
な
が
ら
、
多
面
的
機
能
を

森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し

た
森
町
の
森
林
整
備
の
現
状

と
来
年
度
か
ら
の
計
画
は
ど
う
か
。 

令
和
5
年
度
の
譲
与
税
予
算

は
、
2
5
0
0
万
円
が
予
定

さ
れ
て
い
る
。

　
今
年
度
の
譲
与
税
を
活
用
し
た
町
の

事
業
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
令
和
6
年
度
以
降
は
、
モ
デ
ル
地
区

で
あ
る
橘
地
区
の
森
林
整
備
事
業
を
令

和
10
年
に
完
了
を
目
指
し
、
新
た
な
整

備
箇
所
の
選
定
も
検
討
し
て
い
く
。

さ
ら
に
高
め
る
施
策
や
、
木
材
・
間
伐

材
等
の
利
活
用
を
促
進
す
る
施
策
を
進

め
て
い
く
。

意向調査をふまえた
間伐等の推進　 850 万円

インフラ保全
森林整備事業　 400 万円

林道等補修整備　 350 万円

森林環境教育 160 万円

森林環境整備促進
基金への積立 740 万円

令和５年 11 月に町内小学校児童を対象に
行った森町森林環境教育



ふるさと納税寄附金額の推移（億単位）

町政の考えを問う

清
し み ず

水 健
け ん い ち

一

一般質問の映像

　　

ふ
る
さ
と
納
税
の
使
途
別
実
績
の
詳
細
を
知
る
方
法
は

ふ
る
さ
と
納
税
の
使
途
別
実
績
の
詳
細
を
知
る
方
法
は

問問　　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
広
報
も
り
ま
ち
６
月
号
で
確
認
で
き
る

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
広
報
も
り
ま
ち
６
月
号
で
確
認
で
き
る

答答
町
民
の
関
心
が
高
い
「
ふ
る

さ
と
納
税
」
の
金
額
の
推
移

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

平
成
22
年
度
の
５
万
円
か
ら

は
じ
ま
り
、
令
和
３
年
度
は

８
億
２
１
１
６
万
円

８
億
２
１
１
６
万
円
、
令
和
４
年
度
に

は
４
億
８
４
４
７
万
円

４
億
８
４
４
７
万
円
と
な
っ
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
使
途
別
実

績
の
詳
細
は
、
ど
の
情
報
を

見
れ
ば
把
握
で
き
る
の
か
。

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
、
広

報
も
り
ま
ち
の
６
月
号
で
紹

介
し
て
い
る
。

町
民
や
納
税
者
が
知
り
た
い

情
報
を
、
毎
月
の
広
報
に
乗

せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

決
算
が
出
揃
っ
て
掲
載
が
間

に
合
う
時
期
が
６
月
号
と

な
っ
て
し
ま
う
。
な
お
、
充
当
し
た
事

業
は
全
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
希
望
者
に
は
森
町
メ
ー
ル
マ

ガ
ジ
ン
を
配
信
し
て
い
る
。

返
礼
品
の
開
発
を
生
産
者
任

せ
で
は
な
く
、
開
発
に
支
援

を
し
た
ら
ど
う
か
。

返
礼
品
の
開
発
に
取
り
組
む

事
業
者
を
支
援
し
て
い
く
仕

組
み
に
つ
い
て
は
、
検
討
を
考
え
て
い

る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ

ト
リ
ッ
プ
ｉ
ｎ
モ
リ
マ
チ

ト
リ
ッ
プ
ｉ
ｎ
モ
リ
マ
チ

現
在
の
事
業
の
実
施
状
況
は

ど
う
か
。

本
事
業
は
、
平
成
30
年
度
の

９
月
補
正
で
１
４
０
０
万
円
、

令
和
元
年
度
当
初
予
算
で
は
１
４
０
０

万
円
を
充
当
し
た
。
シ
テ
ィ
ー
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
と
し
て
実
施
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
よ
り
観
光
誘
客
は

実
施
で
き
な
か
っ
た
。
今
後
は
、
コ
ロ

ナ
5
類
引
き
下
げ
を
ふ
ま
え
て
再
調
整

し
、
実
施
に
向
け
て
準
備
し
て
い
る
。

ア
ク
テ
ィ
森
だ
け
で
は
な
く
、

森
町
全
域
を
対
象
に
し
て
は

ど
う
か
。材

料
は
揃
っ
て
い
る
の
で
、

タ
イ
ミ
ン
グ
を
み
て
実
施
し

て
い
き
た
い
。

広報もりまち令和５年６月号（一部抜粋）
▲町ホームページで公表されている

ふるさと納税に関するページ
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・議員報酬を引き上げることについて採決を行い、出席委員 12名の過半数の賛成により、
引き上げを実施すべきと決しました。

・実際の引き上げ案について、各委員から意見を出し合い、次回も引き続き協議することとしました。

第４回（１月19日）

・議員の定数について採決を行い、多様な議論を維持するためや幅広い意見を町政に反映させるため、
出席委員 10名全員の賛成により、現状維持の 12人とすべきと決しました。
・人口や産業構造が似ている全国の町村議会の報酬額を調査し、比較を行いました。
・令和４年１年間の議会活動量と議員活動量を算出し、適正な報酬額について協議しました。

第３回（12月22日）

議員定数等調査特別委員会議員定数等調査特別委員会

・人口規模 1万人台の町村議会の定数と報酬額を調査しました。
・定数は行政面積や人口分布から考え、報酬は活動量に見合った額を考えること
が妥当であることから、定数と報酬は分けて検討することとしました。

第２回（11月20日）

区分 平成８年７月 ～ 平成 11年４月 ～ 平成 17年 12 月

平成 17年 12 月以降は、
定数も報酬額も変動なし

議長 322,000 円 ～ 変更なし ～ 290,000290,000 円円
副議長 252,000円 ～ 変更なし ～ 227,000227,000 円円
委員長 236,000円 ～ 変更なし ～ 213,000213,000 円円
議員 225,000円 ～ 変更なし ～ 203,000203,000 円円
議員定数 １８人 ～ １６１６人人 ～ １２人１２人

・森町議会の議員定数と報酬額の推移を調査しました。
・平成 17年の改定は、合併問題を受けて議員提案として引き下げたもので
あるため、現在の議会活動量と見合っていないのではとの意見が出ました。

第第１１回回（10（10月月2020日日））

　森町議会では、令和５年９月定例会において、議員 12名で構成される「議員定数等調査特別委員会」
を立ち上げました。令和７年４月に予定されている町議会議員選挙に向け、なり手不足解消につながる
よう、適正な定数と報酬について、調査研究を進めています。ここで、現在の調査研究状況を報告します。

 議員の定数 と 報酬 について
調 査 研 究 を 進 め て い ま す



　子育て支援充実子育て支援充実  境境
さ か い ま ち

町町  と
　       茨城の小京都茨城の小京都  古古

こ が

河河市 市 を視察
（ 常任委員会所管事務調査 ）

　令和５年 11月 13 日及び 14日の２日間において、先進地視察として茨城県猿
さしま

島郡境町と
茨城県古河市を訪問し、視察を行いました。調査内容の報告を掲載します。
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・
小
学
生
・
中
学
生
の
英
語

検
定
の
検
定
料
無
料
化

…
境
町
で
は
、英
語
教
育

に
力
を
入
れ
て
お
り
、小

中
学
校
9
年
間
を
通
し
て

英
語
力
の
向
上
を
図
っ
て

い
ま
す
。

・
こ
ど
も
医
療
費
が
20
歳

の
学
生
ま
で
無
料

・
第
３
子
以
降
の
出
生
に

最
大
50
万
円
の
給
付

・
子
育
て
を
支
援
す
る

様
々
な
町
内
施
設
の
設
置

境 町

　

子
育
て
支
援
日
本
一
を

目
指
す
境
町
は
、数
多
く

の
充
実
し
た
子
育
て
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
対
象
の
住
宅
に
25
年
住

み
続
け
る
と
、土
地
と
建

物
が
無
償
譲
渡
さ
れ
る
制

度 子
育
て
支
援
の

子
育
て
支
援
の充

実
充
実

境町子育てパンフレット（一部抜粋）

次世代人工サーフィン施設「Ｓ－ｗａｖｅ」

自
治
体
初
の

自
治
体
初
の

自
動
運
転
バ
ス
運
行

自
動
運
転
バ
ス
運
行

　

境
町
で
は
、民
間
事
業

者
の
協
力
の
も
と
、自
動

運
転
バ
ス
を
3
台
導
入
し
、

生
活
路
線
バ
ス
と
し
て
定

時
・
定
路
線
で
の
運
行
を

令
和
2
年
か
ら
開
始
し
ま

し
た
。

　

自
治
体
が
自
動
運
転
バ

ス
を
公
道
で
定
常
運
行
す

る
の
は
、国
内
で
初
め
て

の
取
組
で
あ
り
、公
共
交

通
対
策
に
悩
む
森
町
に

と
っ
て
、非
常
に
参
考
と

な
り
ま
し
た
。

2023年住みたい田舎2023年住みたい田舎

ランキングランキング

子育て世代子育て世代  部門部門

関東関東の町での町で

第 １ 位 ！第 １ 位 ！

＜　境町プロフィール　＞

人　 口　    2 万 3,782 人 （令和６年１月１日現在）

世帯数　　　    9,138 世帯 （令和６年１月１日現在）

面　 積　    46.59 平方キロメートル

名産品　    米、 さしま茶、 レタス、 ねぎ、 トマト



第一常任委員会委員長　亀澤　進　
第二常任委員会委員長　川岸　和花子

　古河市では、市の歴史を誇りに思う地元の文化が、まちづくりの基礎になっており、
様々なまちづくりの取組は、非常に参考になりました。
　また、境町では、境町町長が「スピード感とアカウンタビリティ（説明責任）」をキー
ワードに、様々な事業を迅速に進めながらも、町民や議会に対し、情報や説明を幅広く
開示されていました。
　行政・議会・町民が意識を同じくし、スピード感を持って時代に合わせながら発展し
ていくことの重要性を再認識しました。

視
察
を
終
え
て

視
察
を
終
え
て

古 河 市
歴史歴史とと伝統伝統がが
息づくまち息づくまち

　茨城の小京都　　茨城の小京都　
　古河市　古河市

＜　古河市プロフィール　＞

人　 口　   　　14 万 499 人 （令和６年１月１日現在）

世帯数　　6 万 4,732 世帯 （令和６年１月１日現在）

面　 積　　123.58 平方キロメートル

名産品　　ハナモモ、 にんじん、 ニガウリ、 サニーレタス

歴
史
と
文
化
の

歴
史
と
文
化
の

保
存
活
用

保
存
活
用

　

森
町
と
同
じ
く
全
国
京

都
会
議
に
加
盟
し
て
い
る

古
河
市
は
、江
戸
時
代
に

日
光
街
道
の
宿
場
町
と
し

て
栄
え
、現
在
も
武
家
屋

敷
な
ど
風
情
あ
る
建
物
が

残
さ
れ
て
お
り
、景
観
を

生
か
し
た
町
づ
く
り
を
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
お
休
み
処 

坂
長
」

と
い
う
施
設
は
、江
戸
時

代
の
商
家
の
建
物
を
活
用

し
、石
蔵
を
ホ
ー
ル
に
、主

屋
を
喫
茶
店
や
シ
ョ
ッ
プ

に
改
修
さ
れ
た
施
設
で
、

保
全
を
し
な
が
ら
、上
手

く
利
活
用
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

旧古河城出
で じ ろ

城跡を活用した古河歴史博物館

　

蔵
の
移
築
な
ど
大
き

な
金
額
の
か
か
る
事
業

の
財
源
は
、所
有
者
等
の

有
志
か
ら
の
寄
附
も
受
け

て
実
現
し
て
お
り
、地
元

を
愛
す
る
人
た
ち
の
思
い

が
あ
っ
て
の
保
存
で
あ
り
、

市
は
責
任
を
持
っ
て
活
用

し
て
い
る
と
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、国
の
文
化
財
の

利
活
用
は
、ま
だ
結
果
が

見
え
た
わ
け
で
は
な
い
と

の
話
が
あ
り
、古
い
建
物

を
保
存
し
て
い
く
こ
と
に

苦
慮
す
る
現
実
が
あ
る
の

は
、ど
こ
も
同
じ
課
題
で

あ
る
と
痛
感
し
ま
し
た
。

主屋を改修したショップ（おみやげ処）

17 もりまち議会だより



大
お お ば

場美
み く

空さん　木
きのした

下芽
め い

已さん　山
や ま な

名諒
りょう

さん

鈴
す ず き

木ひかりさん　安
あ ん ま

間咲
さ き

季さん　坂
さかなか

中琴
こ は る

春さん

　森町にはたくさんの魅力があるのに、 森町に住んでいる私たちが知らないことだったり、

詳しくなかったりすることが多くある…。 　→　もっとみんなに魅力を広めよう！

　＜ 魅力を多くの人に伝えるために… ＞

◎ チラシや SNS を活用し、 もっと情報を伝える。◎ チラシや SNS を活用し、 もっと情報を伝える。

　（チラシに紹介する QR コードを貼り付ければ、 より店の情報を発信できるのでは？）

◎ 森町の特産品を使った商品を開発する。◎ 森町の特産品を使った商品を開発する。

　（実際に、 特産品の茶を使ったグミをパッケージから考えました。）

▶ 森町の観光地を広めよう！
　　        ～魅力を発信するためには何ができる？～

・ 森 町 な ら で は の 魅 力 を、 森 町 に 住 ん で い

る 人 に も 住 ん で い な い 人 に も 知 っ て も ら い、

より多くの人から愛される町になってほしい。

・私たちの次の世代の人たちが、 「森町に住みたい」

「自慢の町」 と思えるような町にしたい。

生徒さんの感想生徒さんの感想

もりまち議会だより 18

　令和５年11月 24日に、「旭中ＳＤＧｓ（総合的な学習の時間）」を中心に生徒さんたちが積
み上げてきた学びを発表する場である「旭が丘中学校学習発表会」に議員が参加してきました。
　生徒さんたちの視点から見る森町の現状とこれからの森町をよりよくするための発表は、私た
ち議員にとって、とても参考になりました。
　また、議員は発表を聞いて、アイディア性や説得力、スライドの構成、発表の姿勢などを実際

旭が丘中学校学習発表会旭が丘中学校学習発表会
　　　　　　　　　に参加しました　　　　　　　　　に参加しました

に評価しました。
　発表内容や実際に発表した生徒さんからの感想をお聞きしましたので、
是非ご覧ください。



村
むらまつ

松碧
あ お い

依さん　時
と き た

田捺
な つ き

妃さん　濱
は ま だ

田雫
しずく

さん

鈴
す ず き

木花
か ほ

歩さん　山
やまもと

本侑
ゆ き な

季那さん　鈴
す ず き

木沙
さ な

奈さん

・ カフェを通して、 多くの若者に森町の伝統文化を

知って、 受け継いで欲しいと思った。

・ 総合の学習で、 今後の森町をどうしていきたいか

を考えていき、 森町の力になれた気がして、 とても

嬉しかった。

　森町の人口構成ピラミッドはつぼ型で、 高齢化も全国平均より高い。 更に若者が少ないため、

神社を知っている人が少ない…。 　→　伝統芸能を受け継ぐ人がいない！

＜ 伝統芸能を多くの人に伝えるために… ＞

◎ 伝統芸能とカフェをコラボさせる。◎ 伝統芸能とカフェをコラボさせる。

　 ・ カフェをつくると…

　　→　森町に若者がたくさんくる　→　伝統芸能を知ってもらえる　

　　→　伝統芸能を受け継ぐ人が増える！　　→　伝統芸能を受け継ぐ人が増える！

　　 ・ 森町の食材を使ったサンドイッチを売る、 伝統文化の焼き印を入れる　など…

▶ 森町の伝統芸能を若者へ　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伝統芸能　×　カフェ

生徒さんの感想生徒さんの感想

・ 森町がいつまでも存続し続けて欲しい。 時代の変

化に負けないそんな町であって欲しい。

・ 森町の農業の課題と、 それを解決することの難し

さを学んだ。 僕たちが考えた 「スマート農業と農あ

る暮らし」 を選択肢の一つとして、 農業が持続可能

であって欲しい。

▶ 農業を通して森町を持続可能にするには？

　森町の農業の課題は、 農業従事者の高齢化や後継者不足、 耕作放棄地の増加で、

農業就業者数は森町の人口とともに右下がり…。

　＜ 農業就業者数を増やすために… ＞

　◎ スマート農業の導入　→　３K の払拭、 町の農業を活性化◎ スマート農業の導入　→　３K の払拭、 町の農業を活性化

　　労働時間を短縮できたり、 ICT 技術により若手農家に技術の継承が楽になったりする。

　◎ 農ある暮らしを推進 （ 半農半　◎ 農ある暮らしを推進 （ 半農半ＸＸ ）　→　「農」 の魅力を伝え広げることで移住者を増やす ）　→　「農」 の魅力を伝え広げることで移住者を増やす

　　　　生活に 「農」 を入れることで、 農業を自分らしく楽しむことができる。 　　

鈴
す ず き

木莉
り お

央さん　袴
はかまや

谷友
と も き

希さん　武
た け だ

田永
と わ

遠さん

鈴
す ず き

木快
かいせい

青さん　武
たけやま

山優
ゆう

さん

生徒さんの感想生徒さんの感想
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●  

ひひ  

とと  

ここ  

とと  

●●

　
新
年
を
迎
え
た
令
和
６
年

１
月
１
日
に
、
最
大
震
度
７

を
観
測
す
る
能
登
半
島
地
震

が
発
生
し
ま
し
た
。

　
犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
々
に

は
、
衷
心
よ
り
お
悔
や
み
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
被
災

さ
れ
た
皆
さ
ま
に
は
、
心
よ

り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
る
と

共
に
、
１
日
も
早
く
平
穏
な

生
活
に
戻
ら
れ
る
よ
う
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
回
の
地
震
は
、
多
く
の

建
物
が
倒
壊
す
る
中
、
発
生

後
す
ぐ
に
津
波
が
沿
岸
部
に

押
し
寄
せ
、
大
規
模
火
災
も

発
生
す
る
大
災
害
と
な
り
、

現
在
も
懸
命
な
復
旧
活
動
が

続
い
て
お
り
ま
す
。

　
我
々
も
改
め
て
災
害
に
対

す
る
意
識
を
高
め
、
日
頃
の

準
備
を
怠
る
こ
と
が
無
い
よ

う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

（
川
岸
和
花
子
）

議会だよりの感想を議会だよりの感想を

お聞かせください！お聞かせください！

※会議の開始時間は午前9時30分です。
※日程が変更される場合もありますのでご了承ください。

２月26日(月)    議会運営委員会２月26日(月)    議会運営委員会
３月 １日(金)    本会議（招集）・全員協議会３月 １日(金)    本会議（招集）・全員協議会
３月 ７日(木)    本会議２日目３月 ７日(木)    本会議２日目
３月11日(月)    常任委員会３月11日(月)    常任委員会
３月21日(木)    本会議３日目（一般質問）３月21日(木)    本会議３日目（一般質問）
３月25日(月)    本会議（最終日）３月25日(月)    本会議（最終日）

 

３
月
定
例
会
の
予
定

３
月
定
例
会
の
予
定 

森 町 消 防 団森 町 消 防 団

　森町消防団では、一緒に森町を守っていただける

仲間を募集しています。

　大切な人の生活を、一緒に守ってみませんか？

　女性の入団も大歓迎です。

　時代に合わせ、様々なことに柔軟に対応できる、

地域に密着した組織にしていきたいと思っています。

　森町消防団に少しでも興味がある方は、ぜひ消防

団事務局までお問合せください。

森町消防団団長　河
かわぐち

口　誉
ほまれ

連絡先　８５－６３０２
森町消防団事務局（森町役場防災課）

　森町消防団は、「未来に繋ぐ住みよい森町」を目的とし、現在、３０９名にて、地域の皆さ

まの生命・身体・財産を守るため、様々な災害に対応できるよう活動をしています。

　消火活動をはじめ、災害発生時における避難誘導や、災害を起こさない、災害が起きてしまっ

た際に被害を最小限に食い止めるための予防消防が、主な活動です。

～ 町内でがんばる皆さんの活動を紹介します！ ～

み ん な の こ え


